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研究要旨 
レット症候群の診断基準作成、臨床評価と重症度判定を策定し、国際的な⽐較検討ができるよ
うにした。今後、データベースの登録数を増やし、経時的な記載をすることにより、⾃然歴も把
握できることが期待できる。 

 
Ａ．研究⽬的 
 レット症候群の診療⽀援のため、⽇本での患者数、
症状の特徴重症度分類などの確⽴を⽬指し、国際⽐格、
協⼒に役⽴てる。更に、データベースの登録数、経時
的な登録ができると⾃然歴の把握にも繋がる。 
 
Ｂ．研究⽅法 
 ⽇本⼩児科学会、⽇本⼩児神経学会、重症⼼⾝障害
学会の協⼒の協⼒で、患者の有無と診療状況について
調査を⾏い、レットの臨床評価、重症度分類を検討し、
⾃然歴も明らかにする。 
（倫理⾯への配慮） 
知的な発達障害を持つ⼦ども達である事を⼗分に理
解して研究を⾏う。 
 
Ｃ．結果 
 レット症候群の典型例、⾮典型例の診断基準、重症
度判定基準の確⽴ができた。 

 
Ｄ．考察 
 レット症候群の臨床上の特徴、重症度判定が確⽴で
きると、国際⽐較、国際共同研究等への発展に繋がる。
更に、新規治療法などが確⽴されると、データベース
の有効活⽤にも繋がると思われる。 
 
Ｅ．結論 
 ⽇本で不明であった３症候群の実態が明らかにな
ってきた。発症年齢や⾃然歴を明らかにする事で、適
切な⽀援体制の構築に繋がると考えられる。 
 
Ｆ．健康危険情報  
該当なし。 
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